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 筋電園が歯学の領域 に導入されて以来, 筋電図の臨床応閑がさかんに試みられている。 しかし
 筋電図の記録に際 し, 下顎運動 に対する規定条件 が今までの ところ必ずしも確立さ れている とは
 言えない。 そのため得られたデータの相互比較などを璽難にしている。 この規定条件で重要なも
 のの一つに運動頻度が挙げられる。 そこで本砺究は, 下顎運動の申で最も基本的なタッ ピン グ運
 動を行わせ, これに伴う咬筋筋電図と運動頻度との関係について調べた。 実験はタッ ピン グ頻度
 を O.5 翫 から5翫 まで5段階に変化させて行った。 一方, 筋電図波形を 訟e蕊 脚rioδ (SP)
 とその前後の放電部分の3部に分け, これ らの持続時間および振編を測定 し, タッビン グ頻度の
 変化がこれらに どの ような影響を及 ぼすのかにつ いて観察 した。 さ らにこれら筋電國の各測定項
 目とタッピン グ運動蒔の咬合力の変化との関係について調べるとともに, 下顎運動 軌跡 との関係
 についても観察した結果, 以下の結論を得た。
 i) SP前波形持続暗闇は, タッピン グ頻度およびタッピン グ時の咬合力の変化に対 しほとんど
 影響 を受 けず 一定 していた。 また下顎運動 軌跡においてもSP前波形に対応する閉環櫓の持続
 蒔間 は頻度の変化による影響が最 も小さかった。
 2) SP後波形持続暗闘は, タッピン グ頻度に大きな影響をうけ, 特に2 翫 以上において頻度
 の上昇で明僚な短縮傾両を示 した。 またこの傾向 は咬合力の発現時間と近似 した傾鶴であった。
 一方, タッピング時の咬合力の変化にもある程度影響を受け, 強さが大きいほど延長傾向を示
 した。
 3) SP持続瞬間は, タッピング頻度に大きな影響を受け, 頻度の上昇とともに短縮傾向を示し
 た。 またタッピング時の咬合力による影響では, 強さの増大とともにやや延長傾向を示した。
 4) SP前波形最大放電振編は, タッピング時の咬合力に大きな影響を受け, 強さが大きいほど
 増加傾向を示 した。 また, タッピン グ頻度による影響でも特に高頻度で増舶の傾角を示した。
 5) SP後波形最大放電振幅は, タッピング時の咬合力に大きな影響を受け, 強さが大きいほど
 増煽傾向を示 した。 また, 咬合力が一定の場合ではタッピング頻度による影響はあまりみられ
 なかった。
 以上の様にタ ッピン グ運動 に伴う咬筋筋電図は, タッ ピン グ頻度あるいはタ ッピン グ時の咬合
 力の変化によって各翻定項目でそれぞれ特異的な影響を受けることが判明 した。 このことは咬筋
 筋電図の各測定項目がそれぞれ異なった機能的役割を表 していることを示唆 している。 したがっ
 て筋電図を胴 いての顎口謄系の診査, 診噺等にあたっては, タッピン グ頻度およびタッピン グ時






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 現在, 鹸学の分野で下顎運動のメカニズムを幕電図から解競 しょうとする試みが多く行われて
 いる。 しかし運動条件を規定して下顎運動時の筋電図を記録しなければ, 撮られた筋電図を他の
 ものと比較検討することは園難である。 今までに記録されてきた多くの下顎運動時の筋電図は必
 ずしも運動条件を焼定 して得 られた ものとは云い難い。 これらの筋電図を穏互に比較験討するた
 めには, 運動条件を規定して筋電図を記録し, 条件の変化が筋電図にどのような影響を与えるか
 を知る必要がある。
 本醗究は, この点に着目 し, 下顎運動の焼定条件として, タッピン グ運動の頻度と咬合力の強
 さを選び, これ らの変化が筋電図にどのように現れるかについて実験 し, 以下のような結果を得
 ている。
 1) si至e蟷 脚rioδ (以下 樋 と略す) 前波形持続鋳問はタッピング頻度およびタ ッピング時の咬
 合力の変化に鮒 し殆 ど影響を受けず一定 していた。 また下顎運動軌跡においても 躍 前波形に
 麟応ずる閉口縮の持続時間 は頻度の変化による影響が最 も小さかった。
 2) s夢 後波形持続時間はタッピン グ頻度により大きな影響を受け, 特に2 翫 以上1においては
 頻度の上昇とともに萌瞭な短縮傾向を示した。 またこの煩悶は咬合力の発現時間と近似した傾
 向であった。 ～方, タッピング時の咬合力の変化によっても, ある程度影響を受け, 強さが大
 きいほど延長傾向を示した。
 3〉 s嚢 持続時間 は, タッピン グ頻度により大きな影響を受嫁 頻度の上昇とともに短縮傾向を
 示 した。 またタッピング時の咬合力による影響で は, 強さの増大とともにやや延長傾向を示した。
 4) s夢 前波形最大放電振纏は, タッピング時の咬合力により大きな影響を受け, 咬合力が大き
 いほど増加傾向を示 した。 またタッピン グ頻度による影響でも特に高頻度で増加の傾向を示し
 た。
 5) s夢 後波形最大放電振幅は, タッピング時の咬合力に大きな影響を受け, 咬合力が大きいほ
 ど増加傾向を示した。 また咬合力が一定の場合ではタッピング頻度による影響はあまりみられ
 なかった。
 以上の研究結果によ り, タッ ピン グ運動条件の変化が筋電図におよぼす影響について知ること
 ができた。 これにより運動条件の変化が筋電図に影響を与えるところが大であることが示唆され
 ている。 このことは. 今後の下顎運動時の筋電図の醗究に大きな手がかりとなり, この分野の研
 究に貢献することろは大であると考える。 よって, 本研究は篤学博士の学位記授与に瞳するもの
 と判嚇する。
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